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１

布田小地区ハッピータウン協議会

設
一訓
一練

秋
の
台
風
シ
ー
ズ

ン
到
来

前
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
応
し
た
緊
急
の
避
難

所
開
設
訓
練
が
市
内
小
学
校

の
４
校
で
調
布
市
の
主
催
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多
摩
川

周
辺
の
３
地
区
協
が
見
学
を

兼
ね
て
そ
の
う
ち
の

一
つ
の

富
士
見
台
小
で
の
開
設
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

お
互
い
の
距
離
を
保

つ
必

要
か
ら
体
育
館
内
で
の
収
容

人
員
は
最
大
で
５６
名
に
限
ら

れ
、
水
害

・
災
害
時

の
実
状

と
は
か
な
り
の
格
差
が
あ
り
、

行
政
や
公
共
の
避
難
所
に
頼

る
こ
と
な
く
、
各
家
庭
で
そ

７
月
２２
日

（水
）

菅
田士
見
台
小
で
実
施

れ
ぞ
れ
独
自
の
避
難
計
画

（
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）
を
事
前

に
作

っ
て
お
く

こ
と
が

コ
ロ

ナ
禍

の
情
勢

で
は
極
め

て
大

切
だ
と
改
め

て
認
識
し
ま
し

た
。

よ
う
や
く
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
た
六
月
六
日
早
朝
、

布

田
小
東
側

に
あ
る
斉
藤
農

園

の
田
ん
ぼ

に
、
父

兄

・
先

生
方

の
有
志
六
十
人
ほ
ど
が

集
合

し
た
。
例
年

で
あ
れ
ば

５

・
６
年
生
が
実
施
す

る
田

植

え
。
今
年

は
ほ
と
ん
ど

の

学
校
行
事

は
中
止
と
せ
ぎ

る

を
得

な

い
状
況
下
、
田
植

え

も
そ

の

一
つ
。
幸

い
梅

雨
入

り
前

の
曇
り
空

で
、
ま
だ
耐

え
ら
れ
な

い
暑
さ
で
も
な
く
、

田
植
え
に
は
ち

ょ
う
ど
良
．い

天
候
で
し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
す
る
方
の

た
め
に
、
斉
藤
農
園
の
斉
藤
修

太
郎
さ
ん

（十

一
代
目
と
の
こ

と
）
が

田
ん
ぼ

の
真

ん
中

に

立

っ
て
、
田
植
え
の
説
明
を
次

の
よ
う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
田
ん
ぼ

の
中
央
縦

に
張
ら

れ
た
二
本
の
組
を
目
印
に
、
二

列
向
き
合

っ
て
隣
と
は
２
～
３

ｍ
間
隔
に
立
ち
、　
一
列
苗
を
植

え
終
わ

っ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
紐
と

共
に
３。
セ
ン
チ
ず

つ
後
ろ
に
下

が
る
。
紐
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
植

え
る
と
腰
が
痛
く
な
り
ま
す

よ
。
』
ズ
ブ
ズ
ブ
と
足
元
か
ら
２０
セ

ン
チ
ほ
ど
泥
に
埋
ま
る
田
ん
ぼ

の
中
に
入
る
参
加
者

の
顔
は
、

童
心
に
返

っ
て
楽
し
そ
う
。

あ
ぜ
道
に
立

っ
て
組

の
移
動

や
苗
の
植
え
方
を
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
て
い
た
立
川
さ
ん
は
、
ご

近
所
に
お
住
ま
い
で
、
会
社
勤

め
の
傍
ら
斉
藤
農
園
の
運
営
に

も
長
く
携
わ
ら
れ
、
退
職
さ
れ

て
か
ら
は
布
田
小
の
田
植
え

。

稲
刈
り
な
ど
の
行
事
も
毎
年
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
二
面
に
続
く
】

布日Jヽ学校
銀1直え
靡運は国(菫 )

■嘔雖蜃
当地区協ではこのマイタイムラインの

浸透を図つていきます。

新型コロナウイルス対策

列になつて同時に苗を植える

撮影・長谷川克正

◇

「

一

連

托

生

」
◇

昨
年
の
台
風
１
９
号
の
経
験

か
ら
地
域
各
家
庭
で
の
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
浸
透
を
図
ろ
う

と
し
て
い
た
矢
先
に

一
気
に
コ

ロ
ナ
禍
の
世
の
中
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

地
区
協

の
大
き
な
役
割

の

一

つ
は
避
難
所
を
開
設
運
営
す
る

こ
と
で
、
今
後
発
生
す
る
地
震
、

水
害
水
浸
時
に
お
け
る
避
難
所

に
コ
ロ
ナ
対
策
を
突
如
余
儀
な

く
さ
れ
た
状
況
で
す
。

昨
今

の
気
象
変
動
か
ら
今
年

の
秋
に
も
昨
年
同
様
の
Ｃ
配
と

対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
地
震
は
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
は
全

く
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。
自
然

の
災
禍
に
は
無
力
感
も
禁
じ
得

ま
せ
ん
が
人
間
が
で
き
る
準
備

を
事
前
に
行

い
、
日
々
の
安

ヾ

な
地
域
を
目
指
す
の
が
地
区
協

の
役
日
で
す
。

行
政
も
学
校
も
未
だ
経
験

の

な
い
事
態
に
対
し
粉
骨
砕
身
の

毎
日
で
す
。
地
域
が
皆
同
じ
船

に
乗

っ
た
運
命
共
同
体

の
党

悟
、　
一
逹
托
生
を
合
言
葉
と
し

て
取
り
組
ん

で
い
け
れ
ば

と

思

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
愛
す
る
こ
の
地
域

へ
の
願
い
や
希
望
が
そ
こ
に
住

む
全
員
の
未
来

へ
の
光
と
な
る

よ
う
、
当
地
区
協

へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

布
田
小
地
区
ハ
ツ
ピ
ー
タ
ウ
ン
協
議
会

会
長
　
依

口

耕
児



・
布

日

小

田

植

え

「今
年
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
聞

こ
え
な
い
の
は
残
念
で
す
ね
」
。

休
憩
時
間
に
な
り
、
野
良
作
業
用

の
地
下
足
袋
な
ど
を
着
け
て
、
ひ

と
き
わ
田
植
え
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
た
、
岡
田
さ
ん

。
菊

池
さ
ん

。
清
水
さ
ん

。
浦
野
さ
ん

は
二
十
人
ほ
ど

い
る
稲
作
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
メ

ン
バ
ー
だ
そ
う
だ
。

き

っ
か
け
は
子
ど
も
が
田
植
え
や

稲
刈
り
を
し
た
時
に
手
伝

い
に
来

た

こ
と
、
や

っ
て
み
た
ら
面
白
そ

う
な
の
で
布
田
小
を
卒
業
し
た
後

も
都
合
が

つ
け
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
手
伝

い
に
来
て
十
年
以
上
に
な

る
と
い
う
。
「
い
つ
も
は
子
ど
も
た

た
ち
が
植
え
た
後

の
補
修
を
す
る

程
度
だ
け
ど
、
今
年
は
自
分
た
ち

が
主
役
で
田
植
え
を
す
る
こ
と
に

な

っ
た
か
ら
、
し

っ
か
り
や
ら
な

い
と
」
と
張
り
切

っ
て
い
ま
し
た
。

お
昼
前
に
は
終
了
し
、
畔
を
流
れ

る
井
戸
水

で
手
足
を
洗

っ
て
、
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
斉
藤
農
園
で

は
こ
の
後
、
毎
日
水
入
れ
を
し
て

秋
の
稲
刈
り
ま
で
管
理
し
て
い
く

そ
う
で
す
。
農
園
主
の
斎
藤
さ
ん

は
、
「
こ
の
秋

の
稲
刈
り
は
子
ど

も
た
ち
に
繋
げ
ら
れ
れ
ば
良
い
の

で
す
が
。
先
週
ま
で
田
ん
ぼ
に
す

る
た
め
に
畑
を
駆
け
回
っ
て
泥
だ

ら
け
に
な

っ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
も
、

農
具
を
片
付
け

て
豊
作
を
祈

る

『馬
鍬
洗

い
』
で
、
洗

っ
て
キ
レ

イ

に
し
て
あ
げ

る
予
定

で
す
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

布田小学校のコロナ対策の様子

樋川 宣登志 (ひかわのぶとし)(54歳 )

◎出身 :東京都品川区 ◎赴任学校歴
:新宿区、大田区、世田谷区、狛江市の

小学校に教員とし勤務、その後東京都

教育委員会、世田谷区教育委員会、行

政を経て調布市へ。国領小、石原小、

令和 2年 4月 に本校。 ◎過去の学校で
の思い出 :四半世紀ほど前に一度だけ一

年生の担任した時とにかく子どもがか

わいくて出勤が待ち遠しい毎日でした。
◎座右の銘 :晴耕雨読 ◎枕頭の書 :

梶井基次郎「檸檬 (れもん)J◎趣味
:本が手放せません、大好きです。◎ひ
とこと :新型コロナウイルス感染症に
よる前代未間の社会状況となっていま

す。なかなか地域のみなさまにご挨拶
する機会がありませんが、布田小学校
への変わらぬご協力をよろしくお願い
いたします。

新

石津 孝介 (いしづ こうすけ)(40歳)

◎出身 :東京都 (転勤族の家庭だった
のであまり意識なしです)◎赴任学校
歴 :東久留米市立第九小学校、調布市
立調和小学校で教員として勤務、平成
28年 4月 から令和 2年 3月 まで調布市
教育委員会指導室。◎過去の学校での思
い出 :算数の研究授業のとき、子どもた

ちが私の存在を忘れて話し合って学ぶ

機会があったことが一番の思い出。あ

れ以上にいい授業はもうできないかも
しれない、、◎座右の銘 :「子どもの明

日の笑顔のためにJ◎枕頭の書 :村上春
樹「羊をめぐる冒険J◎趣味 :食べる
こと、料理。教育委員会にいるとき、

給食を食べたくてたまりませんでした。
◎ひとこと :至らぬ点もあるかと思い
ますが、子どもたちの笑顔と成長のた

め全力を尽くします。

三
月
中
旬
よ
り
休
校
に
な

っ
て
い
た
布
田
小
が

６
月
か
ら
登
校
が
始
ま
り
、
学
校
が
ど
ん
な
様
子

か
を
新
し
く
赴
任
し
た
樋
川
校
長
先
生
を
訪
ね
ま

し
た
。
『学
校
で
は

一
日
五
回

（登
校
時
、
ト
イ
レ
、
休

み
時
間
、
給
食
の
前
後
）
手
洗
い
を
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
て
、
子
ど
も
の
下
校
後
に
教
員
全
員
で

毎
日
各
机
の
天
板
、
椅
子
の
背
も
た
れ
、
ト
イ
レ

扉
の
ド
ア
ノ
ブ
の
清
掃
消
毒
を
、
ま
た
シ
ル
バ
ー

の
方
に
階
段
の
手
す
り
を

一
日
二
回
消
毒
清
掃
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
』

『歌
や
笛
な
ど
の
授
業
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合

い
な
ど
は
現
在
も
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
に
か
く

子
ど
も
た
ち
は
毎
日

一
生
懸
命
手
を
洗

っ
て
手
洗
い
場

が
石
け
ん
の
乾
い
た
あ
と
で
真

っ
白
に
な
っ
て
い
ま

す
。
』『教
員
の
先
生
た
ち
は
子
ど
も
が
学
校
に
戻

っ
て
き

て
く
れ
て
大
変
う
れ
し
く
て
楽
し
く
、
学
校
全
体
の
な

に
か

一
体
感
を
感
じ
ま
す
。
不
安
は
あ
る
が
な
ん
と
か

な
る
、
勉
強
が
遅
れ
て
い
る
が
慌
て
る
の
は
や
め
よ
う
、

と
教
職
員
に
は
言

っ
て
い
ま
す
。
』

『換
気
を
行
う
た
め
ク
ー
ラ
ー
を
か
け
た
ま
ま
常
時

窓
を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
夏
休
み
も
短
縮
さ
れ
て
夏

期
酷
暑
時
の
授
業
中
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
か
心
配
で

す
。
』
と
、
学
校
現
場
の
状
況
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

すべての教室の前後 ドアが

取り払われていた

必死なくらいまじめに石けんで

手洗いする生徒たち

給食の給仕時には間隔を示す廊下に

貼られたテープに沿つて順番待ちをする

お疲れ様です、 トラクター



通学見守リボランティアの皆さん
①氏名②年齢③出身地④調布在住⑤見守リボランティア歴
⑥好きなことば⑦趣味③ひと中

①山本光則 (やまもとみつの

り)② 73歳 0北海道留萌市
④41年 ⑤9年 ⑥天命あっ
て、人事を尽くす (尊敬する

先輩からのことば)⑦「地図
の歴史」探求③泣きながら通

学していた 1年生が卒業式の

日に立派に巣立っていく姿は

実の祖父の気持ちになり感無

量です。
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「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
前
を
、

実
際
に
庭
木

の
剪
定
や
除
草
な
ど

の
仕
事
を
依

頼
さ
れ
た

こ
と
が
無
く

て
も
、
聞

い
た

こ
と
が

あ
る
人
も
多

い
か
と
思

い
ま
す
。
全
国
的
な
事

業
協
会
組
織

で
、
実
際

の
活
動
は
原
則
と
し
て

市
区
町
村
単
位
に
置
か
れ
た
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
公
益
社
団
法
人
調
布
市

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
長
の
永
谷
誠
さ
ん
。
当
セ
ン
タ
ー

の
目
的
は
、
自
分

の
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
自

分
な
り
の
働
き
方

で
社
会
参
加
を
し
た

い
と
考

え
て
い
る
６。
歳
以
上

の
会
員
と
、
地
域

で
発
生

す
る
人
材

ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う

こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
自
身

の
生
き
が

い
や
生
活

の
充
実
を
図
る
と
共

に
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
作
り
出
す
こ
と
。

ご
自
身
も
約
十
年
前
、
六
十
歳
を
過
ぎ

て
そ

れ
ま
で
の
勤
務
先
を
退
職
し
、
地
域

で
で
き
る

仕
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
が
当
セ
ン
タ
ー
と

の
関
わ
り
の
き

っ
か
け
で
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
受
付
業
務

の
時

に
は
、
野
川
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
通
勤

で
き
る
職
住
接
近

の
生
活
を
満

喫
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
後
、
理
事
そ
し
て
会

毅

針

Ｌ

蹄

年
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長
と
し
て
セ
ン
タ
ー
全
体
の
運
営
や
、
新
た
な
受
託
可
能

な
仕
事
の
発
掘
な
ど
に
携
わ

っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

『
現
在
当
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
は
千
六
百

余
り
、
平
均
年
齢
は
七
十
四
歳
。
調
布
市
全
体
を
五

つ
の

地
区
と
八
十
二
の
班
に
分
け
、
更
に
五
十
七
の
職
群
班
に

分
け
、
個
々
の
会
員
と
の
相
互

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行

っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
登
録
で
き
る
六
十
歳
以

上
の
調
布
市
の
人
口
は
約
六
万
人
で
、
そ
の
約
二

・
六
％

の
方
が
当
セ
ン
タ
ー
に
会
員
の
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
定
年
を
迎
え
た
七
十
～
八
十
％
の
方
が
何
ら
か
働
き

た
い
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
り
ま
す
。

・・　
　
　
　
一警

・
卜

・
き

ヽ
　
畿
　

〓

か

つ
て
仕
事

の
代
表
格
だ

っ
た
駐
輪
場
の
整
理
は
、

機
械
の
導
入
と
共
に
減
少
す
る
な
ど
、
仕
事
の
内
容
と

会
員
の
経
験

・
能
力
と
の
両
面
で
多
様
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
仕
事
の
依
頼
元
も
会
員
も
共
に
地
元
の
方
と

い
う
地
域
に
根
差
し
た
組
織
な
の
で
、
地
元
と
の
連
携

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
に
役
立

つ
仕
事
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
に
は
生
き
が
い
と
生
活
の

充
実
を
実
感
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
』

と
、
話
し
て
く
れ
た
永
谷
さ
ん
ご
自
身
が
、
ま
さ
に
そ

の
生
き
が

い
と
充
実
を
体
現
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文

・
藤
田
秀
雄
）
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永谷 誠さん
(な がや まこと)

～布田 6丁目在住 ～

公益社団法人
調布市シルバー人材センター

会長

|■■■1轟 ‐

①

軍‐ol■

―OI ‐
■◎

O
O 布田小

@m+tz"

①長谷川克正 (はせがわ

かつまさ)②72歳 ③東
京都台東区④38年 ⑤8
年 ⑥自然と共に⑦バー

ドウォッチング、写真③

今、この地域内に 6月 に

孵 (かえ)っ た小さな猛
禽の雛 (ひな)の見守り
もしています…・愉しい。

‐ ①依田耕児 (よだこうじ)
l ②55歳 ③調布市④55年
⑤ 4ケ月 ⑥雲外蒼天⑦自

転車、カメラ③20年間こ
の同じ①で見守リボラン

ティアをしていた母 (依

田光代)が今年 83歳で引
退しまして、そのあとを

引き継ぎました。

①田中一男 (たなかかずお)

②83歳 ③新潟県長岡市 ④
50年 ⑤17年 ⑥見返り求め
づ ⑦旧い映画の鑑賞 ③毎

朝、純真な子どもたちがこの

まま大人になっていってほし

いといつも願いながら立って

います。

①後藤哲男 (ごとうてつお)

②80歳 ③熊本県熊本市
④25年 ⑤20年 ⑥努力
⑦合唱、クラッシク音楽鑑

賞③毎日登下校時の子ども

たちから元気な声を聞くこ

とで元気をもらっています。

布田小卒業生から挨拶され

ると嬉しいですね。

(一面の写真)
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一三二.
1階入口にぎっしりと話け負った

イ:事の一覧が掲示されている

0こころ0撼康支援センター

調布市シルバー人材センター

小島町3-87-4
042¨ 487-9375

①後藤さん
=111:.顔

①久場兼三 (き ゅうばけんぞう)

②83歳 ③江東区深川古石場
④54年 ⑤12年 ⑥あいさつと返
事をいつも大切に ⑦カメラ、古

民家、仏像 ③この都営住宅から

最初は 8人いたこの通学見守リボ
ランティアが私一人になってしま

いました。

① 山本さん

①依田さん

◎長谷チ||さ ん

○久場さん



布田小地区ハッピータウン
協議会 総讐

当地区協では、3月 の運営委員

会から会議を中止していました

が、5月 総会決議事項に関する

確認のための会議を 5月 30日

に Z00Mで行いました。リモー
ト会議には理事役員 13名 が参

加し、詳細な討議が円滑に行わ

れました。 総会確認事項を ZOOMで開催

新型コロナの影響で、最後に開催した 2月 以降、開催を見合わ

せているハッピー子ども食堂ですが、社会情勢を考慮して集団

で食事する形態での実施を当面の間保留しています。早く再開

できるようになることをスタッフー同心より願っています。ま

た皆さんに開催の通知が届くのを楽しみにしていてください 1

ハツピ~子でt含堂

癬

鬱

屹

―

　
　
　
鬱

屹

鵞

〓

―

∴鷹

警
■

・一
　

一
■
・
〓
■

●
構
，
Ｉ
Ｉ 1曹 9月 19日 (土 )

ランチパ ック中身 (例 )
ハウスカレー屋さん、ご飯パック、
バナナ、あんパン、フルーツゼリニ

対象・時間などの詳細は

8月 28日 (金)20時に
当地区協の WEB上に掲載します。

調布ハッピータウン釉颯

http s:/ / ha ppy-u sa ko.j p

新運営委員痺

河江 秀俊さん
(かわえ ひでとし)

①71歳 ②静岡県 ③62年
④「空 。無Jの心 ⑤ゴルフ、太極拳 ⑥今年度
から布田南部自治会長を託されました。小 4年

(富士見台小 )の時、現住所に転居してから62

年になります。この運営委員就任に当たり、「安

全で安心ないきいきとした地区をつくる」ため、

当自治会による子供食堂開催場所の提供、地域

の安全確保の推進等を行っていきたいと思って

います。 (布田南部自治会 会長 )
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布田小地区ハッピータウン協議会

ホームページ

https://happy¨ usako.jp

スマホ対応で見やすくなりました

①
年
齢

②
出
身
地

③
調
布
在
住

④
好
き
な
こ
と
ば

⑤
趣
味

⑥
ひ
と
言

門博 良男さん
(もんでん よしお)

①74歳 ②調布市 ③58年
満州生まれ―糸魚川―塩釜―調布市多摩川
④「1%は 100%」 ⑤尺八、ウォーキング、オリ
エンテーリング、キャンプ、スキー ⑥桜丘睦
会会長は3期目の 5年目になります。行動の基
本は、自分自身が楽しい 。面白いと思うことを
するという考えです。そればかりじゃないだろ
うという意見もあると思いますが、それでもそ
の中に面白さを見出します。 (桜丘睦会会長)

t,     、 |‐
‐
■ |‐ | ‐・ ||

「コロナ禍」とは「コロナウィル

スによるマイナス社会現象」の総

称らしい。確かに「三密回避Jで
人々の接触を禁じられた恐ろしい

現象だ。だが、あらためて「人と

人の繋がり」の大切さを思い知ら

されたと言っていいだろう。取り

戻そう「絆」を。  (山 本光則)
レ         レ

近 ごろ、考えていることは

「おしゃべ り」の大事さについ

てです。職場でも家庭でも、

不要不急で「のんきで、くだ

らなくて、意味のない」おしゃ

べ りを心がけています。

(益子和也)
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